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 [授業の概要・目的]
朝鮮半島の文化や歴史への関心を深めるために、担当教員がそれぞれの専門分野においてトピック
となるテーマを選んで講義をおこなう。朝鮮・韓国に関する教養的な知識だけでなく、その文化・
歴史に対する見方を考え直すきっかけとなるようにしたい。

 [到達目標]
具体的な研究テーマ・トッピックを通して、朝鮮・韓国の文化・歴史に対する基礎知識を身につけ
ると共に、諸問題についての理解を深める。

 [授業計画と内容]
３人の担当教員が、テーマごとにそれぞれ２～４回の授業を行なう。 

１　 ガイダンス（吉井）
２　　朝鮮半島の地理・気候・歴史（吉井）
３～５  古代における朝鮮と日本（吉井）
６～７　韓国併合と三・一独立運動（小野）
８～９  植民地支配とスポーツ（小野）
10～11　植民地支配と朝鮮・日本の考古学（吉井）
12～14  韓国の選挙と政党政治；韓国の行政と地方自治（南京兌）

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点（出席状況および毎回課する小レポート）、および定期試験（筆記）で評価する。定期試験
（筆記）では自筆ノート、配布資料のみ持込を認める。詳細は講義中に説明する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
　本講義は、２～４回ごとにテーマが変わる。テーマごとに関心をもった点について、各自さらに
理解を深めていただきたい。

 [その他（オフィスアワー等）]
　講義の進め方など全般的な注意点について説明するため、受講希望者は第１回目のガイダンスに
必ず出席すること。


